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◎長野県神城断層地震からの復旧・復興

　◇　住まいの確保と住宅再建の支援

　◇　被災施設の早期復旧

　◇　風評被害防止のためのＰＲ活動

補正予算額  　 １３億９６２４万３千円

（債務負担行為  １５１２万円 )

〔  〕 は成果目標

◇ 住まいの確保と住宅再建の支援

応急仮設住宅の設置 ２億４７６４万４千円 ＜建設部＞

（債務負担行為　１５１２万円 ）

・設置戸数：47戸（建設35戸、民間賃貸住宅の借上げ12戸）

住宅再建に必要な資金の借入れに対する支援 ４８６万７千円 ＜建設部＞

・補助内容：年利1.1％のうち0.6％を助成（建替は10年分、補修は５年分）

◇ 被災施設の早期復旧

道路、河川等の復旧等 １０億６３６０万円

＜建設部、林務部、農政部＞

・応急対策、復旧工事等：長野市、大町市、白馬村、小谷村、信濃町、飯綱町、小川村

　被災した住宅を再建するために必要な資金の借入れに対して、利子の一部を助成

　被災した道路、河川、農地、水路、土砂災害発生箇所等の応急対策、復旧工事等を実施

・ スキー客の減少及び地域経済への影響を防ぐため、３市村（大町市、白馬村、小谷村）及

び民間事業者と連携し、スキー誘客のプロモーション活動を展開します。

◎

住宅に被害を受けた被災者の生活の安定と立て直しを図るため、災害救助法に基づき応急

仮設住宅を設置

・ 被災した道路、河川、農地、水路、土砂災害発生箇所等の応急対策、復旧工事等を実施し

ます。
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・ 住宅に被害を受けた被災者の生活の安定と立て直しを図るため、災害救助法に基づき応急

仮設住宅を設置します。

・ 被災した住宅を再建するために必要な資金の借入れに対して、利子の一部を助成します。
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◎ 長野県神城断層地震からの復旧・復興
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被災した県営住宅の緊急修繕 ７２６３万２千円 ＜建設部＞

・実施箇所：柳町団地、湯谷第２団地（長野市）

◇ 風評被害防止のためのＰＲ活動

スキー場等への誘客プロモーションの実施 ７５０万円 ＜観光部＞

〔北アルプス地域のスキー場利用者数：168万人（平成26-27年シーズン）〕

　地震によりひび割れ等の被害を受けた県営住宅の修繕を実施

スキー客の減少及び地域経済への影響を防ぐため、３市村（大町市、白馬村、小谷村）及

び民間事業者と連携し、スキー誘客のプロモーション活動を展開
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